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１．特許出願から読み取れるもの
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どの国籍の誰
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➢特許出願は、いつ、どのような技術が、どの国籍の誰によって、どの国へ出願されたか、を示す知
識の宝庫（ビッグデータ※）。

公開特許公報
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２．特許出願技術動向調査とは
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○「特許出願技術動向調査」は、注目度の高い技術テーマを対象に、その特許出願動向等を
調査して技術トレンドをつかみ、日本の研究開発の方向性を見定めるもの。

○調査結果は報告書としてまとめられ、迅速・的確な審査の基礎資料として、また、企業・大学・
研究機関等が研究開発戦略等を策定するための基礎資料として活用される。



３．調査手法
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○特許動向調査その他の公開情報調査を行い、有識者委員会からの助言等を踏まえつつ、

日本の強み等を分析し、日本の企業・大学等が目指すべき研究開発の方向性を取りまとめる。

○特許動向調査にあたって、調査会社の解析者が特許文献を１件ずつ読み込み、

ノイズ排除・技術区分付与を行うことにより、精度の高い解析を行っている。



４．ニーズ即応型技術動向調査
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➢社会的関心が高い技術分野について、特許庁内外のニーズに即応する形で特許出願動向を行っている。

➢特許文献の母集団も、そのうち技術区分（要素技術、応用産業等）ごとの特許文献の集合も、検索
式（キーワード・ＩＰＣ）を使用して抽出し、集計する（検索式で対象を絞れない場合は1500件～
2000件の読み込みを行う。）。


